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市
内
小
・
中
学
生
か
ら
４
４
８

２
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
入

賞
作
品
は
３
月

日
松
～
４
月

２５

１６

日
掌
午
前
９
時
～
午
後
９
時（
捷

を
除
く
）に
、
文
化
セ
ン
タ
ー
で

展
示
し
ま
す
。
入
賞
者
は
次
の
皆

さ
ん
。

〈
敬
称
略
〉

■
小
学
生
の
部

●
県
知
事
賞

築
山
結
衣（
安
城

ゆ

い

南
部
小
４
年
）

●
市
長
賞

久
保
愛
莉（
錦
町
小

あ
い
り

２
年
）

●
市
議
会
議
長
賞

菊
池
花
鳳

か

ほ

（
桜
町
小
３
年
）

●
市
教
育
長
賞

築
山
真
衣（
安

ま

い

城
南
部
小
６
年
）

●
金
賞

榊
原
希
彩（
丈
山
小
１

の

あ

年
）、杉
浦
拓
真（
安
城
西
部
小
２

た
く
ま

年
）、黒
柳
美
也
子（
桜
井
小
３
年
）、

み

や

こ

石
川
結
貴（
桜
林
小
４
年
）、田
中

ゆ

き

愛
紀（
桜
町
小
５
年
）、香
村
桃
花

あ
い
き

も
も
か

（
安
城
南
部
小
６
年
）

●
銀
賞

大
参
あ
こ（
安
城
西
部

小
１
年
）、鈴
木
小
遥（
桜
林
小
２

こ
は
る

年
）、椎
窓
こ
ま
ち（
桜
町
小
３
年
）、

し
い
ま
ど

横
江
雪
乃（
梨
の
里
小
４
年
）、杉

ゆ
き
の

浦
詢し

ゅ
ん

航（
丈
山
小
５
年
）、岡
田
奈

こ
う

な

美（
三
河
安
城
小
６
年
）

み■
中
学
生
の
部

●
県
知
事
賞

舟
橋
浩
輝（
安
城

こ
う
き

南
中
３
年
）

●
市
長
賞

都
築
華（
桜
井
中
２

は
な

年
）

●
市
議
会
議
長
賞

鈴
木
淳じ

ゅ
ん

太た

（
安
祥
中
１
年
）

●
市
教
育
長
賞

沓
名
優
弥（
明

ゆ
う
や

祥
中
３
年
）

●
金
賞

大
橋
怜
司（
明
祥
中
１

れ
い
じ

年
）、川
嶋
千
夢（
安
城
南
中
２
年
）、

ち
ゆ
め

大
石
愛
莉（
安
祥
中
３
年
）

あ
い
り

●
銀
賞

礒
野
慶
汰（
桜
井
中
１

け
い
た

年
）、宮
原
悠
輔（
桜
井
中
２
年
）、

ゆ
う
す
け

竹
本
有
花（
明
祥
中
３
年
）

ゆ
う
か■問

▼
市
民
安
全
課

（
緯〈

〉２
２
１
９
）

７１

平
成

年
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
展

２９

入
賞
者

築山さんの作築山さんの作品品

舟橋さんの作舟橋さんの作品品

ぼ
ん
ぼ
り
が
立
ち
、
夕
暮
れ
か

ら
午
後

時
ま
で
夜
桜
を
楽
し
め

１０

ま
す
。
今
回
か
ら
、
新
た
に
デ
ン

パ
ー
ク
周
辺
の
半
場
川
沿
い
の
陽

光
桜
も
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

陽
光
桜
は
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
よ
り
開

花
が
早
く
、
３
月
中
旬
頃
か
ら
楽

し
め
ま
す
。

●
と
き

３
月

日
松
～
４
月

１８

１２

日
昌（
半
場
川
沿
い
は
３
月
末
頃

ま
で
）

※
桜
の
開
花
状
況
に
あ
わ
せ
、
点

灯
期
間
は
変
わ
り
ま
す
。

●
と
こ
ろ

安
城
公
園（
桜
町
）、

城
山
公
園（
桜
井
町
）、日
の
出
公

園（
日
の
出
町
）、半
場
川
沿
い（
デ

ン
パ
ー
ク
周
辺
）

■
桜
ま
つ
り
に
あ
わ
せ
デ
ン
パ
ー

ク
を
無
料
開
放

陽
光
桜
が
咲
き
誇
る
園
内
に
キ

ッ
チ
ン
カ
ー
が
登
場
。
温
か
い
軽

食
と
と
も
に
桜
の
観
賞
が
楽
し
め

ま
す
。
左
記
時
間
内
は
入
園
無
料

で
す
。（
開
放
エ
リ
ア
は
限
定
）

※
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
は
雨
天
中
止
。

●
と
き

３
月

日
松
・

日
掌

２５

２６

午
後
５
時
～
９
時

※
入
園
は
午
後
８
時

分
ま
で
。

３０

（
正
面
ゲ
ー
ト
の
み
）

◎
関
連
イ
ベ
ン
ト

■
写
生
大
会

●
と
き

４
月
１
日
松
・
２
日
掌

午
前
９
時
～
午
後
４
時

●
と
こ
ろ

安
城
公
園

●
対
象

市
内
在
住
で
、
平
成
２９

年
度
に
小
学
１
～
６
年
生
に
な
る

児
童

●
賞

最
優
秀
賞
各
学
年
１
人
、

優
秀
賞
各
学
年
７
人（
い
ず
れ
も

賞
状
と
賞
品
）、参
加
賞

●
持
ち
物

画
板
、
絵
の
具
、
ク

レ
ヨ
ン
等

※
画
用
紙
は
安
城
公
園
駐
車
場
入

口
付
近
の
会
場
案
内
で
配
布
。

事
前
に
写
生
す
る
場
合
は
、
商

工
課
で
配
布
。

●
提
出
方
法

４
月

日
捷
ま
で

１０

安
城
桜
ま
つ
り

の
午
前
８
時

分
～
午
後
５
時

３０

１５

分（
松
掌
抄
を
除
く
）に
、
作
品
を

持
っ
て
商
工
課

※
４
月
１
日
・
２
日
は
、
会
場
案

内
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

■
さ
く
ら
と
安
城
七
夕
親
善
大
使

を
写
す
会

●
と
き

４
月
２
日
掌
午
後
２
時

分
～
４
時

３０●
と
こ
ろ

安
城
公
園

■
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

●
募
集
内
容

平
成

年
に
市
内

２９

の
桜
を
撮
影
し
た
未
発
表
の
作
品

●
サ
イ
ズ
等

四
つ
切
又
は
ワ
イ

ド
四
つ
切（
合
成
・
加
工
作
品
は

不
可
）

●
賞

最
優
秀
賞
１
人
、
優
秀
賞

５
人
、
入
選

人
、
佳
作

人

１０

１５

（
い
ず
れ
も
賞
状
と
賞
金
）

●
応
募
方
法

４
月

日
昭
ま
で

１３

の
午
前
８
時

分
～
午
後
５
時

３０

１５

分（
松
掌
抄
を
除
く
）に
、
作
品
を

持
参
か
郵
送（
消
印
有
効
）で
商
工

課（
〒

－

８
５
０
１
住
所
記
載

４４６

不
要
）

■問
▼
商
工
課

（
緯〈

〉２
２
３
５
）

７１
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衣
浦
東
部
広
域
連
合
管
内
の
火
災
・
救
急

減
に
は
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の

設
置
が
有
効
で
す
。
ま
だ
設
置
し

て
い
な
い
家
庭
は
、
一
日
も
早
く

設
置
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
放
火

さ
れ
な
い
環
境
づ
く
り
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

■
救
急

平
成

年
中
の
出
動
件
数
は

２８

■
火
災

平
成

年
中
の
件
数
は

件
で
、

２８

１２８

前
年
よ
り
２
件
増
加
し
ま
し
た
。

（
表
１
）

出
火
原
因
は
、「
放
火（
疑
い
含

む
）」が

件
と
最
も
多
く
、
次
い

１６

で「
た
ば
こ
」
件
、「
こ
ん
ろ
」７

１０

件
で
し
た
。（
表
２
）

火
災
件
数
の
減
少
や
被
害
の
軽

２
万
１
１
８
９
件
で
、
前
年
よ
り

件
増
加
、
搬
送
人
員
は
２
万

５４９

１６

人
で
、
前
年
よ
り

人
増
加
し
て

６０１

い
ま
す
。（
表
３
）

■問
▼
衣
浦
東
部
広
域
連
合

消
防
課

（
緯〈

〉０
１
３
５
）

６３

表３：救急出動件数・救急搬送人員
救急搬送人員（人）救急出動件数（件）

平成２７年平成２８年平成２７年平成２８年種別
１１２０１０７１０２火災
５０４０自然災害
４５１５１７水難

２,０２７１,９４９２,００３１,９２２交通事故
１９６２１６１９８２２１労働災害
１３２１４６１３１１４７運動競技

２,４５１２,４６７２,５８５２,５９１一般負傷
７７８４８９９６加害
１５９１４５２２２２０７自損行為

１３,０４８１３,５５５１３,９０９１４,３８５急病

１,３０５１,４２９

１,２８９１,４１３転院搬送
３４医師搬送
００資機材輸送

８５８４その他
１９,４１５２０,０１６２０,６４０２１,１８９計

表１：火災件数等
平成２７年平成２８年種別

７１７３建物
１８１２車両
１０船舶

３６４３その他
１２６１２８計

３,０１６釈２,５４８釈
焼損床
面積

３５０,３７４千円４２６,２３８千円損害額
４人５人死者
１２人２４人負傷者

表２：出火原因別件数
平成２８年種別

１６放火（疑い含む）
１０たばこ
７こんろ

５マッチ・ライ
ター

４火入れ
４溶接機・切断機
４焼却炉
７８その他

１２８計

高
齢
者
や
障
害
者
の
虐
待
防
止
と

養
護（
介
護
）者
支
援
の
た
め
に

高
齢
者
や
障
害
者
へ
の
虐
待
が

疑
わ
れ
る
こ
と
が
あ
れ
ば
高
齢
福

祉
課
又
は
障
害
福
祉
課
へ
必
ず
通

報
し
て
く
だ
さ
い
。
通
報
者
に
関

す
る
情
報
が
外
部
に
漏
れ
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
虐
待
で

あ
る
か
否
か
の
判
断
は
不
要
で
す
。

■
虐
待
の
種
類

●
身
体
的
虐
待

殴
る
・
つ
ね
る

等
の
暴
行
や
、
縛
る
・
鍵
付
き
の

部
屋
に
閉
じ
込
め
る
等
の
拘
束

●
心
理
的
虐
待

言
葉
に
よ
る
暴

力
や
家
族
内
で
の
無
視
等

●
経
済
的
虐
待

資
産
を
無
断
で

処
分
し
た
り
年
金
や
預
貯
金
を
使

っ
た
り
す
る
、
現
金
を
渡
さ
な
い
等

●
性
的
虐
待

性
的
な
暴
力
や
い

た
ず
ら
等

●
ネ
グ
レ
ク
ト

介
護
や
世
話
を

し
な
い
、
必
要
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス

や
治
療
を
受
け
さ
せ
な
い
等

■
こ
ん
な
サ
イ
ン
に
注
意

●
高
齢
者
・
障
害
者
か
ら
の
サ
イ
ン

家
に
帰
り
た
が
ら
な
い
、
汚
れ
た

ま
ま
の
服
を
着
て
い
る
、
家
族
の

話
題
を
避
け
る
、
原
因
不
明
の
ケ

ガ
が
多
い
、
施
設
の
従
事
者
を
怖

が
っ
て
い
る
等

●
介
護
者
・
家
族
か
ら
の
サ
イ
ン

介
護
に
疲
れ
て
い
る
、
イ
ラ
イ
ラ

し
て
い
る
、
高
齢
者
・
障
害
者
に

対
し
て
無
関
心

●
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
や
施
設

に
お
い
て

職
員
の
入
れ
替
わ
り

が
激
し
い
、
怒
鳴
り
声
が
聞
こ
え
る

■
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と

●
声
か
け

日
ご
ろ
か
ら
地
域
で

声
を
か
け
あ
い
、
本
人
や
家
族
の

変
化
に
気
づ
く
関
係
を
つ
く
る

●
抱
え
込
ま
な
い

世
間
体
が
気

に
な
る
等
の
理
由
で
抱
え
込
ま
ず
、

早
く
相
談
す
る

●
施
設
等
と
の
交
流
の
機
会
を
持

つ

面
会
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
行

く■
相
談
窓
口

高
齢
者
糸
高
齢
福
祉
課
、
市
内
の

各
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
各

地
域
の
民
生
委
員

障
害
者
糸
障

害
福
祉
課
、
ふ
れ
あ
い
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
、
各
地
域
の
民
生
委
員

■問
▼
高
齢
福
祉
課

（
緯〈

〉２
２
２
３
）

７１障
害
福
祉
課

（
緯〈

〉２
２
２
５
）

７１


